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第７号  

平成１９年４月１日  

な  ご  わ  

教
え
て
！ 

病
気
の
お
は
な
し 

第
６
回
『
腰
痛
症
』 

 
 

私
た
ち
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ア
ド
バ
イ
ス
（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
・
薬
剤
科
） 

 
 

通
所
リ
ハ
ビ
リ
『
カ
ル
ミ
ア
春
江
』
の
紹
介
／
新
任
医
師
の
紹
介 

 
 

高
額
医
療
費
制
度
／
入
退
院
荷
物
運
搬
用
カ
ー
ト 

 
 

お
す
す
め
一
品
メ
ニ
ュ
ー
／
春
江
病
院
の
概
要
／
基
本
理
念
／
院
是
／
編
集
後
記 

通所リハビリ〝カルミア春江〟利用者皆様の折り紙による作品  

『今年の干支  いのしし』  



                          

    整
形
外
科
医
長 

橋
本

は
し
も
と 

典
之

の
り
ゆ
き 

      腰
痛
は
難
し
い 

人
類
が
二
足
歩
行
を
す
る 

〝
ヒ
ト
〟
と
な
っ
て
以
来
、
腰

痛
は
わ
れ
わ
れ
の
生
活
に
深

く
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。 

医
学
は
急
速
に
進
歩
し
多

く
の
疾
病
を
治
療
可
能
に
し

て
き
ま
し
た
が
、
太
古
の
昔
か

ら
あ
る
腰
痛
に
つ
い
て
は
有

効
な
予
防
・
治
療
が
な
く
、
痛

み
を
抱
え
た
ま
ま
日
々
の
生

活
を
お
く
る
方
が
多
く
い
る 

 

   

 

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。 

腰
痛
を
引
き
起
こ
す
も
の 

腰
痛
を
き
た
す
代
表
的
な

疾
患
は
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
、
変

形
性
脊
椎
症
、
骨
粗
鬆
症
に
よ

る
腰
椎
の
圧
迫
骨
折
、
腎
臓
疾

患
や
子
宮
筋
腫
な
ど
の
内
臓

に
由
来
す
る
場
合
な
ど
が
あ

り
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
腰
痛
を
訴
え
る 

患
者
様
の
病
態
と
症
状
を
正

確
に
把
握
す
る
た
め
に
、
レ
ン

ト
ゲ
ン
写
真
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど

に
よ
る
検
査
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
原
因
が

あ
る
程
度
同
定
さ
れ
た
場
合
、

そ
れ
に
応
じ
た
治
療
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

急
に
痛
み
が
起
こ
る
原
因 

そ
の
一
つ
に
、
圧
迫
骨
折
が

あ
り
ま
す
。
骨
粗
鬆
症
で
も
ろ 

 

 

い
状
態
の
背
骨
は
、
重
い
も
の

を
持
ち
上
げ
た
り
し
た
だ
け

で
も
骨
折
し
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
圧

迫
骨
折
の
起
き
た
部
分
の
腰
、

背
部
に
激
し
い
痛
み
が
出
ま

す
。
骨
折
の
部
位
や
状
態
に
よ

り
、
お
尻
の
方
へ
痛
み
が
広
が

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
骨
折
の

強
い
痛
み
は
約
一
ヶ
月
で
よ

く
な
り
ま
す
が
、
骨
折
を
す
る

と
背
骨
が
曲
が
り
、
そ
の
部
位

の
背
骨
を
支
え
る
筋
肉
に
強

い
負
担
が
か
か
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
長
い
時

間
同
じ
姿
勢
で
い
る
と
背
中

や
腰
が
や
め
て
く
る
と
い
っ

た
、
慢
性
的
な
腰
・
背
部
痛
が

残
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

曲
が
っ
た
場
所
は
力
学
的
に

弱
く
再
度
骨
折
す
る
可
能
性

も
高
い
た
め
、
骨
折
の
予
防

（
転
倒
予
防
、
骨
粗
鬆
症
の
治

療
な
ど
）
、
背
骨
へ
の
負
担
を 

 

 軽
く
す
る
生
活
を
心
が
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。 

他
の
原
因
／
医
師
の
心
得 

そ
の
他
と
し
て
、
化
膿
性
脊

椎
炎
や
癌
の
骨
転
移
と
い
っ

た
、
早
急
に
診
断
・
治
療
が
必

要
と
な
る
場
合
や
、
病
名
を
付

け
ら
れ
な
い
「
不
確
定
な
要
素

に
よ
る
腰
痛
」
で
治
療
に
難
渋

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
ま
ず
は
整
形
外

科
を
受
診
し
検
査
、
診
断
を
受

け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
患
者

様
と
は
良
い
人
間
関
係
を
作

り
、
痛
み
を
理
解
し
、
症
状
に

伴
う
精
神
的
・
社
会
的
問
題
を

把
握
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
、

腰
痛
の
治
療
に
あ
た
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

      

第第第６６６回回回   『『『腰腰腰痛痛痛症症症』』』   
多くの方が抱える腰痛。腰痛と言っても原因は様々です！ 

さて、あなたの腰痛の原因はなに？ 

 

２ 



                          

    

★
腰
痛
を
起
こ
し
や
す
い
人

は
、
腹
筋･

背
筋
の
バ
ラ
ン
ス

不
良
や
、
足
の
筋
力
低
下
な
ど

に
よ
る
姿
勢
異
常
が
多
く
み

ら
れ
ま
す
。
腰
痛
体
操
は
筋
肉

の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
、
良
い
姿

勢
を
保
つ
こ
と
を
目
的
に
行

い
ま
す
。 

              

    

〈
体
操
の
注
意
点
〉 

・ 

無
理
を
せ
ず
ゆ
っ
く
り
と
。 

・ 

回
数
は
十
回
程
度
を
目
安

に
行
い
ま
し
ょ
う
。 

・ 

痛
い
時
は
運
動
を
や
め
る
。 

・ 

毎
日
、
続
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。 

               

    

★
シ
ッ
プ
剤
は
腰
痛
、
捻
挫
、

筋
肉
痛
、
関
節
痛
な
ど
で
よ
く

使
わ
れ
ま
す
が
、
大
き
く
冷
シ

ッ
プ
と
温
シ
ッ
プ
に
分
け
ら

れ
ま
す
。 

 

冷
シ
ッ
プ
は
、
保
湿
性
に
優

れ
た
基
材
に
消
炎
鎮
痛
薬
と

天
然
ハ
ッ
カ
（
メ
ン
ト
ー
ル
）

成
分
を
加
え
て
い
る
の
で
、
冷

た
く
ス
ー
ス
ー
し
た
感
じ
が

あ
り
ま
す
。 

温
シ
ッ
プ
は
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ

エ
キ
ス
な
ど
温
感
刺
激
が
あ

る
成
分
を
加
え
て
い
る
の
で

温
か
く
、
血
管
を
広
げ
患
部
の

循
環
を
良
く
す
る
効
果
が
あ

り
ま
す
。
冷
や
し
た
方
が
い
い

か
温
め
た
方
が
い
い
か
は
、
症

状
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
急

性
の
炎
症
や
痛
み
を
伴
う
場

合
に
は
冷
シ
ッ
プ
を
、
慢
性
化

し
て
炎
症
が
な
く
、
お
風
呂
な 

    

ど
で
温
め
る
と
楽
に
な
る
場

合
に
は
温
シ
ッ
プ
を
使
う
と

よ
い
で
し
ょ
う
。 

〈
温
シ
ッ
プ
の
注
意
点
〉 

 

温
シ
ッ
プ
は
冷
シ
ッ
プ
に

比
べ
皮
膚
へ
の
刺
激
が
強
く
、

発
赤
・
発
疹
な
ど
が
出
や
す
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
は
が
し
て

す
ぐ
の
入
浴
や
、
貼
っ
て
い
る

所
を
コ
タ
ツ
や
ホ
ッ
ト
カ
ー

ペ
ッ
ト
な
ど
で
温
め
る
と
、
刺

激
が
強
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
入
浴
の
場
合
、
一
時
間

前
に
は
は
が
し
て
お
く
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。 

       

① 腹 筋 の 運 動  

へ そ を の ぞ き 込 む  

よ う に 頭 を 上 げ る  

③ お 尻 の 筋 肉 の 運 動  

両 膝 を 曲 げ お 尻 を  

上 に 持 ち 上 げ る  

② 足 の 運 動  

片足を曲げ、反対の足を 

膝を伸ばして持ち上げる  

④ 背 中 の ス ト レ ッ チ  

両 膝 を 抱 え て  

骨 盤 を 床 か ら 離 す  

私私私たたたちちちかかかららら、、、ちちちょょょっっっとととしししたたたアアアドドドバババイイイススス!!!!!!   
自分の痛みが少しでも楽になる方法を見つけよう 

３ 



【
お
問
い
合
わ
せ
】 

〇
七
七
六
‐
五
一
‐
一
二
五
〇 

(

担
当)

橋
本 

個 別 の リ ハ ビ リ  

                          

 

通
所
リ
ハ
ビ
リ
〝
カ
ル
ミ

ア
春
江
〟
は
、
介
護
認
定
を
受

け
た
方
を
対
象
と
し
た
施
設

で
「
リ
ハ
ビ
リ
」
「
入
浴
」
「
介

護
」
「
看
護
」
な
ど
の
ケ
ア
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
利
用
者
様

の
機
能
回
復
・
維
持
を
目
指
す

施
設
で
す
。 

          

 

 

 

    

    

利
用
者
様
を
送
迎
バ
ス
で

迎
え
に
行
き
、
来
所
さ
れ
た
方

か
ら
血
圧
や
体
温
を
測
り
体

調
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。 

 

そ
の
後
、
入
浴
や
リ
ハ
ビ
リ

を
行
い
、
待
ち
時
間
に
は
将
棋

や
パ
ズ
ル
、
折
り
紙
な
ど
で
の

作
品
作
り
を
し
ま
す
。 

           

午
後
か
ら
は
リ
ハ
ビ
リ
体

操
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
で
体
を
動
か
し
な
が
ら
、
そ 

 

 

の
方
に
あ
っ
た
リ
ハ
ビ
リ
と

自
主
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
月 

―
節
分(

豆
ま
き) 

三
月 

―
ひ
な
祭
り
会 

 

四
月 

―
お
花
見
会 

 

七
月 

―
七
夕
会 

九
月 

―
敬
老
会 

 

十
二
月
―
ク
リ
ス
マ
ス
会 

        

他
に
も
月
に
一
度
、
体
重
測

定
と
喫
茶
会
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
や
、

か
わ
い
い
保
育
園
児
の
慰
問

な
ど
も
あ
り
、
利
用
者
の
皆
様

に
楽
し
ん
で
頂
い
て
い
ま
す
。 

 

    

春
江
病
院
退
院
後
の
在
宅

療
養
が
よ
り
充
実
し
た
も
の

と
な
る
よ
う
、
利
用
を
考
え
て

い
る
方
を
対
象
に
、
週
一
回
カ

ル
ミ
ア
春
江
担
当
者
と
看
護

師
が
話
し
合
い
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
間
で
連
携
を

図
り
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
の
ご
利

用
を
勧
め
て
お
り
ま
す
。 

  

 

           

楽 し い ひ な 祭 り 会  

食 前 の 口 の 体 操  

 

〝
カ
ル
ミ
ア
〟
と
は
花
の
名
前
で
大
き
な
希
望
・

さ
わ
や
か
な
笑
顔
と
い
う
花
言
葉
が
あ
り
ま
す 

岡岡岡
野野野

おおお

かかか

ののの   

智智智
あああ
ききき
ららら   

   

医医医
師師師   

井井井
上上上

いいい
ののの
ううう

えええ   

剛剛剛
志志志

たたた

けけけ

ししし   

医医医
師師師   

居居居
軒軒軒

いいい

ののの

ききき   

功功功
いいい
さささ
おおお   

   

医医医
師師師   

四

月

よ

り

新

し

く

三

名

の 

常
勤
医
が
着
任
し
ま
し
た
。 

整整整
形形形
外外外
科科科   

循循循
環環環
器器器
内内内
科科科   

消消消
化化化
器器器
科科科
・・・
外外外
科科科   

４ 



                          

   

被
保
険
者
本
人
・
被
扶
養
者 

と
も
に
同
じ
月
内
に
医
療
機 

関
に
支
払
っ
た
自
己
負
担
額 

                    

  

の
合
計
が
高
額
に
な
っ
た
場

合
、
申
請
を
し
て
認
め
ら
れ
る 

と
、
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え

た
分
は
高
額
療
養
費
（
高
額
医 

                    

  

療
費
）
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。 

 

七
〇
歳
以
上
ま
た
は
老
人

保
健
で
医
療
を
受
け
る
人
は

左
表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

    
 

 
 

七
〇
歳
以
上
ま
た 

 
 

 

は
老
人
保
健
で
医
療 

 
 

 

を
受
け
る
人
の
う
ち 

 
 

 

現
役
並
み
の
所
得
が 

 
 

 

あ
る
人
は
平
成
十
八 

 
 

 

年
十
月
一
日
か
ら
三 

 
 

 

割
に
引
き
上
げ
ら
れ 

 
 

 

ま
し
た
。 

 
 

 
 

た
だ
し
、
七
〇
歳 

 
 

 

以
上
の
国
保
被
保
険 

 
 

 

者
お
よ
び
老
人
保
健 

 
 

 

で
医
療
を
受
け
る
国 

 
 

 

保
保
険
者
の
収
入
の 

 
 

 

合
計
が
二
人
以
上
の 

 
 

 
場
合
は
五
二
〇
万
円 

 
 

 

未
満
、
一
人
の
場
合 

 
 

 

は
三
八
三
万
円
未
満 

  

で
あ
る
と
申
請
し
た
場
合
は

「
一
般
」
の
区
分
と
同
様
、
一

割
の
負
担
と
な
り
ま
す
。 

 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
住
ま

い
の
市
役
所
、
町
役
場
へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

                 

 
 

入 退 院 荷 物 運 搬 用 カ ー ト を  

正面玄関に２台設置しました。 

ぜひご利用下さい。 

５ 

●自己負担限度額（月額）

●自己負担限度額（月額）

12,000円 44,400円

現役並み
所得者

44,400円

①3回目まで

　80,100円＋
　　（医療費-267,000円）
　　　　　　　　　　　×1%　※5
②4回目以降

　　44,400円

※1　基礎控除後の総所得金額などが600万円（平成18年9月30日までは670万円）を越える世帯。

※2　過去１２ヶ月間に、一つの世帯での支給が4回以上あった場合の4回目以降の限度額。

※3　医療費が241,000円を超えた場合は、その越えた分の1%を加算。　　※4　医療費が466,000円を超えた場合は、その越えた分の1%を加算。

※5　医療費が267,000円を超えた場合は、その越えた分の1%を加算。　　※6　医療費が500,000円を超えた場合は、その越えた分の1%を加算。

※7　医療費が361,500円を超えた場合は、その越えた分の1%を加算。

8,000円
24,600円

低所得者Ⅰ 15,000円

低所得者Ⅱ

住民税
非課税世帯

35,400円 24,600円

平成１８年１０月１日から

外来
（個人で計算）

外来＋入院
（世帯を合算して計算）

一般

上位
所得者 ※1

150,000円+
（医療費 -500,000円）
                    ×1% ※6

83,400円

一般

80,100円+
（医療費 -267,000円）
                    ×1% ※5

44,400円

3回目まで

平成１８年１０月１日から

4回目以降 ※2

７０歳未満の人

７０歳以上の人

●自己負担限度額（月額）

一般

上位
所得者 ※1

住民税
非課税世帯

3回目まで

40,200円（医療費 - 241,000円）
                    ×1% ※3

72,300円+

平成１８年９月３０日まで

77,700円

24,600円

4回目以降 ※2

139,800円+

（医療費 - 466,000円）
                    ×1% ※4

35,400円

●自己負担限度額（月額）

①3回目まで

　72,300円　＋

　（医療費-361,500円）
　　　　　　　　　　　×1%　※7
②4回目以降
　　40,200円

外来＋入院
（世帯単位）

外来
（個人単位）

一般 40,200円

24,600円
15,000円

40,200円

平成１８年９月３０日まで

低所得者Ⅱ
8,000円

低所得者Ⅰ

12,000円

現役並み
所得者



ち ょ っ と ひ と 工 夫 で 新 鮮 な 献 立 に 変 身 ！ 副 菜 の １ 品 と し て ぜ ひ お 試 し 下 さ い 。  

                          

                 

         

                          

                          

                         

栄 養 科  

食 生 活 は 主 食・主 菜・副 菜 を 基 本 に 食 事 の バ ラ ン ス を ！  

 

長長長芋芋芋ののの梅梅梅肉肉肉和和和えええ   

ね り 梅 の か わ り に 、 な め 茸 や し そ 粉 な ど で も お い し く で き ま す よ  

     春 江 病 院 の 概 要    ☎０７７６－５１－００２９  

一般病床  ：１１６床（亜急性期病床１１床含む） 

療養病床：１１床 

介護病床：１０床（※ 介護療養型医療施設） 

診療科目  ： 外科、内科、呼吸器科、胃腸科、循環器科、アレルギー科、リウマチ科、整形外科、 

形成外科、脳神経外科、肛門科、眼科、リハビリテーション科、放射線科 

  【救急・労災指定病院】２４時間態勢で患者様を受け入れております。 

     人間ドック（１日・２日・脳・乳がん）・企業健診・ 

     政府管掌健康保険生活習慣病予防健診なども行っております。 

 

編集後記    

今回、通所リハビリ〝カルミア春江〟

を紹介させて頂きました。地域の皆様に

ケアサービスをご利用して頂けたら幸

いです。今後も皆様のご要望や知りたい

事などご意見箱にどしどしお寄せ下さ

い。お待ちしております。  （Ｋ．Ｏ） 

 

 

６ 

 

【ひとくちメモ】 『長芋のねばねばで疲労回復』 

ねばねば成分の“ムチン”は細胞を活性化させる働きがあります。疲れたり弱

った体の回復力を高めてくれます。また消化酵素が多いことも特徴ですから、

消化も促進し胃腸の働きを助けてくれますよ。 

材料（１人分） 

長芋  60ｇ 

ねり梅 8g 

＜飾りとして＞ 

オクラ 15ｇ(１本) 

 

①長芋は皮をむき、短冊に切る 

②オクラはさっとゆで、輪切りする 

③長芋を器に盛りつけ、上にねり梅を飾る 

④オクラを飾る 

⑤食べる際に和える 

１人分 エネルギー48kcal     たんぱく質 2.1ｇ 

    カルシウム 17mg   塩分 0.9ｇ 

 

【基本 理念】  地域医療の担い手として  

        住民に信頼される病院  

【院     是】  一  医療レベルの向上  

       一  和を以て尊しと為す  

       一  患者様への適切な対応  

       一  地域医療への参画  

 

療養病棟  ： ２１床 


